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３ 日本の気候は四季がはっきりとしています。季節とともに日照量や気温は大きく変化し、それにあわせて生き物

たちは生活を変えています。四季を通じて、湖の中の生態系はどうなるでしょうか。日本の湖のひとつである S 湖の

環境をもとに、湖にすむ植物性プランクトン(光合成を行うプランクトン)の生態系を考えましょう。 

 

 

右に示す【グラフ 1】は水温と植物性プランクト

ンの光合成の関係を示しています。ケイソウとシア

ノバクテリアはこの湖で最も多くみられる植物性

プランクトンであり、光合成が盛んにおこなわれて

いるかどうかは、酸素の発生量によって判断しまし

た。光合成が盛んにおこなわれると、植物性プラン

クトンは盛んに分裂し、数を増やします。 

 

 

 

また、左の【グラフ 2】は 7月 30日のこの湖における水温と水深の

関係をあらわしています。湖全体で水温が等しい時には、湖に風が吹く

と水面に波がたち、湖の水がかき混ぜられます。その結果、湖底に沈ん

だ栄養が巻き上がり、これを肥料として植物性プランクトンがよく育

ちます。しかし、水深が 10メートル以上の深い湖において【グラフ 2】

のように表層の水温が高くなると、風が吹いても表層の水しかかき混

ぜられないため、深水層と表層水のあいだに水温の壁である水温躍層
すいおんやくそう

がつくられます。この状態を「成層する」といいます。 

 

 

 

 

 

 

なぜ、湖の水は成層するのでしょうか。右に示す

【グラフ 3】は、水の温度と密度の関係を示したグラ

フです。密度とは物質 1cm3あたりのおもさを示して

おり、液体の水は、温度によって密度が変化します。

水が日光によってあたためられると、水の密度は小

さくなります。一方で、4℃の水はもっとも密度が大

きいことがわかります。湖の水に密度の差ができる

ことによって、成層するのです。 

 

 

 

 

【グラフ１】水温と光合成量の関係 

【グラフ２】7月 30日の湖の水温と水深 

【グラフ３】水温と密度の関係 
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問１ S湖が水深 10メートル以上の深い湖だったとした場合、表層と湖底の 1年間の水温の変化を示したグラフとし

て適切なものを、次の①～④のうちから 1つ選び、番号で答えなさい。 

 

問２ 四季における S 湖の水の動きについて、湖の水の温度が全体でほぼ等しくなると、湖の水全体が循環します。

この循環が起こりやすい季節はいつだと考えられるでしょうか。次の①～④のうちから 2 つ選び、番号で答えな

さい。 

① 春から初夏(4～6月) ② 夏から初秋(7～9月) 

③ 秋から冬(10～12月) ④ 冬から春(1～3月) 

 

問３ S 湖の植物性プランクトンは 1 年間でどのように増減するでしょうか。次のグラフの A～D の区分はそれぞれ

問 2 の①～④のいずれかの季節を表します。また、あとの（ア）～（エ）はそれぞれの季節における説明を示し

ています。このうち、夏から初秋(7～9 月)に関するグラフの区分と説明として最も適切なものを、A～D および

(ア)～(エ)のうちから選び、それぞれ記号で答えなさい。 

 

(ア) 日照量が多く、水温が適切であり、成長に必要な栄養分が豊富である。 

(イ) 水温と栄養分は適切だが、日照量が足りないため植物性プランクトンが増えにくい。 

(ウ) 日照量と水温は適切だが、栄養分が足りないため植物性プランクトンが増えにくい。 

(エ) 湖面に氷が張るため、風が吹いても栄養分が供給されず、植物性プランクトンは増えにくい。 
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